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第2６号 

令和２年３月 

中海の環境保全活動と 

ワイズユースを紹介します 

当日は、市長会を構成する５市の小学生と保護者計４０名が参加し、松江市の観

光遊覧船乗場を発着場に、遊覧船に乗って大橋川を通過し、中海の大根島を一周。 

双眼鏡での水鳥観察や中海に関するクイズ、紙芝居などを楽しみながら、中海の

自然環境について学習しました。 

越冬のために中海にあつまったたくさんの野鳥や、中海に架かる多くの橋を下か

ら眺め、子どもたちが目を輝かせていました。 

■お問い合わせ 中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局  

〒699－0292  島根県松江市玉湯町湯町1793番地  電 話 0852－55－5056 

「冬の子ども探検スクール」が中海・宍道湖・大

山圏域市長会主催で、令和２年２月８日に中海で開

催されました。 

自分たちが住むまちの自然環境を体感しながら、

その保全と活用について学習する事業で、これまで

夏休み期間中に開催していましたが、今回は冬の企

画として実施しました。 

▼ 水鳥の紙芝居で地域の環境を守る大切さを学ぶ参加者 

遊覧船に乗って冬の中海を体感 

～冬の子ども探検スクール～ 
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 「中海のうた」は中海のほとりで育った、ある人の２つの詩から始まります。そこには

幼い頃から感じた中海の美しい情景と思いが綴られていました。これを多くの人に知って

もらいたい。10年後、地元の音楽家に作曲を依頼。「中海情景」「思い出の中海」という

詩は、童謡にも似たどこか懐かしい歌へと生まれ変わったのです。 

 もっと多くの人に歌ってほしい。その思いへの共感の輪は広がり、米子管弦楽団や市民

コーラスの皆さんなど約３００名による動画制作がスタート。昨年７月7日には米子市公

会堂で、１０月6日には米子城跡で撮影が行われました。ご参加いただいたほとんどの方

がボランティア。まさしく皆さんの中海への思いによって奏でられた作品です。 

 地域の誇りである中海。この動画が地域を超え、時代を超えて、多くの皆さんの心に届

けばと思います。 

市民の力で作り上げた「中海のうた」プロモーション動画 

■お問い合わせ  株式会社サテライトコミュニケーションズネットワーク 

〒683－0801  鳥取県米子市新開2－1－7  電話 0859－32－6103 

◀ YouTube「中海のうたプロモーション動画制作委員会」 

   https://www.youtube.com/channel/UCCABsqlZ-0Ls_1-5xYOZIsg 

   YouTubeにて「思い出の中海」「中海情景」米子城跡撮影動画、 

  「中海のうた」メイキング動画を公開しています。 

この歌をオーケストラの演奏で、大勢の皆さんが歌ったら面白くないか！ 

しかも中海を望む米子城跡で！ 

▲ 米子城跡で開催された「中海のうた」プロモーション動画撮影集合写真 



農業と観光で中海に活気を！～中海フルーツパーク～ 

 中海周辺の観光地といえば米子水鳥公園や由志園などがありますが、米子水鳥公園

の隣にイチゴ狩りなどを体験できる観光農園「中海フルーツパーク」があります。 

 中海フルーツパークでは、安全で高品質な作物を栽培し国内だけでなく、食の安全

への意識が高まっている海外からの観光客に農業体験をしてもらうことを目的として

います。 

 現在９棟のハウスで２５０００株のイチゴを栽培しており、１日に５０人から８０

人ほどがイチゴ狩りなどを楽しんでいます。訪れる方の半分程度が県外からの観光客

で、地元の方も多く来園しています。 

 観光農園の運営に関わっている株式会社KOGANEの門脇さんは、「中海圏域には

体験型の観光施設はあまりなく、米子空港と米子市街地の中間地点にあり利便性の高

さも観光客を呼び込むのに一役買っている。」と話してくださいました。中海フルー

ツパークが新しい観光・農業の形として中海の観光の活性化に繋がっています 。 

■お問い合わせ  中海フルーツパーク 

〒683－0855  鳥取県米子市彦名新田 664  電 話 080－2921－4083 
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▲ 中海フルーツパーク内では４種類のイチゴが楽しめる 

▲ イチゴ狩りを楽しむ来場者たち 
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■鳥取県西部総合事務所 

  生活環境局環境・循環推進課 

 住     所：〒６８３－００５４ 

         鳥取県米子市糀町一丁目１６０ 

 電     話：０８５９－３１－９３２２ 

 電 子 メ ー ル：seibuseikatsukankyo@pref.tottori.lg.jp 

 ホームページ ：https://www.pref.tottori.lg.jp/69208.htm

■島根県環境生活部環境政策課 

  宍道湖・中海対策推進室 

 住     所：〒６９０－８５０１ 

         島根県松江市殿町１番地 

 電     話：０８５２－２２－5279 

 電 子 メ ー ル：kankyo@pref.shimane.lg.jp 

 ホームページ ：https://www.pref.shimane.lg.jp/shinjiko_nakaumi/ 

編集・発行者 

当日は、公益財団法人日本野鳥の会 佐藤仁志副会長

（日本野鳥の会島根県支部長）が講師となり、中海で見

られる水鳥、それらを支える豊かな環境とその重要性に

ついて室内でレクチャーを受けた後、中海周辺を散策し

ながら野鳥を観察しました。 

 中海・宍道湖の代表的な水鳥である、ホシハジロ、キ

ンクロハジロ、スズガモ等の冬鳥を中心として29種類の

野鳥がみられ、国際的に重要な湿地が身近にあることを

改めて実感できました。 

 日本野鳥の会島根県支部では、定期的に中海西岸での

探鳥会を開催する予定です。 

中海西岸で初心者向け探鳥会を開催しました  

■お問い合わせ   日本野鳥の会島根県支部  

〒699－0701  島根県出雲市大社町杵築南569-1 

電子メール：speculum.misago@gmail.com  

令和元年11月16日、松江市上宇部尾町の「なかうみスカイポート」周辺で、初心者向

け探鳥会を開催しました。 

▲ 野鳥を観察する参加者 

▲ 観察されたホシハジロ 

▲ 観察されたキンクロハジロ 


